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論 文 内 容 の 要 旨
著者は中枢神経系の血管性障害に関する研究のうち, 脊髄に関するものは, 脳に比べて極めて少なく,
この分野における研究が, おくれていることに着目し, 成犬を用いて, 脊髄の血行動態に関する研究を行
なった｡
中枢神経系の血液循環に関する神経性調整因子の関与は, 身体の他の部分に比べて微弱であるとされて
いる｡ 著者は, 犬脊髄の血液循環について, 交感神経切除が及ぼす影響について, 脊髄流入血管の血圧お
よび血流量, 脊髄の組織酸素濃度および温度を測定することにより観察 し, 次のごとき知見を得た｡





(3) 腰髄の血液循環は, 腰部交感神経節のみならず, 高位交感神経節 (たとえば胸部交感神経節) およ
び他の血流調整機転の関与を受けるものと推察される｡
(4) 以上の知見より臨床的にも, 脊髄の血行障害に対 して, 交感神 経切除を試みることは意義あるもU)
と考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
最近大動脈遮断を要する外科手術の後, あるいはある種の脊髄炎において脊髄ltrl行障害に起因する麻稗
を経験するので池田は大動脈遮断による脊髄血行動態の変化を追求 し,かつ,脊髄血行障害に対 して交感神
経切除が有効であり得るか否かを研究 した｡ 動物は犬を用い脊髄流入動脈の血圧, ポーラログラムによる
脊髄組織酸素濃度ならびに温度測定等により脊髄血流量をしらべ, 血行遮断前後, 交感神経切除前後の状
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態を比較 した｡ その結果, まず予備実験において脊髄の動脈が機械的刺激によって収縮すること, 管壁に
M A O を証明することなどから, 脊髄動脈も交感神経支配下にあるとの証左を得た｡ 1 ) 脊髄血行の変化
に関しては腰髄部を対象とし, この部に粗血を起こす限界は腹腔動脈流入部より上方における大動脈遮断
であることを知った｡ 2 ) 星状神経節および上胸部交感神経節切除は主として椎骨動脈の血流を増加せ し
めるがその効果は腰髄にもおよび得る｡ 一方腰部交感神経切除は腰髄の血行改善には役だつが上方脊髄の
血行に影響しない｡ 3 ) 交感神経切除効果は正常犬よりも脱血により血圧を降下せ しめた病犬において明
瞭に認められる｡ 以上の結果から脊髄血行障害に対 して交感神経遮断は有効で, ことに上胸部節切除は脊
髄全般の血行改善に役だつことがわかった｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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